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会
員
の
皆
様
、
如
何
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

三
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆

様
が
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、
地
域
サ
ロ
ン
や
健
康
体
操
、
特
定
健
診
受
診
勧
奨
、
介
護

予
防
出
張
講
座
等
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
六
日
（
金
）、
令
和
五
年
度
総
会
を
通
常
の
形
で
開
催
し
、
会
員
四
十
二

名
の
参
加
の
も
と
、
議
事
進
行
等
全
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

二
年
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
会
員
活
動
状
況
調
査
、
会
員
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
各
地
域
に
お
け
る
活
動
を
見
え
る
化
す
る
大
切
な
調
査
で
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
進
月
歩
の
昨
今
、
私
達
も
常
に
新
し
い
学
び
を
し
、
そ
の
学
び
を
生
か
し
た
地
域
の
健

康
づ
く
り
活
動
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
「
鈴
の
会
」
で
は
、
国
保
連
合
会

の
御
支
援
に
よ
り
、
年
二
回
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
第
一
回
研
修
会
を

総
会
終
了
後
に
開
催
し
、
第
二
回
研
修
会
を
十
月
頃
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
山
口
県
歯
科
医
師
会
作
成
の
研
修
動
画
「『
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
対
策
と
は
』
〜
人
生
を
楽
し
く
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
〜
」
を
視
聴
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授
　
角
田
憲
治
先
生
の
講
演
「
運

動
で
健
幸
長
寿
〜
二
重
課
題
運
動
で
脳
を
刺
激
し
よ
う
〜
」
を
聞
い
た

後
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
行
い
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
原
因
物
質：

ア
ミ
ロ
イ
ド
β（
脳
の
ゴ
ミ
）
が
少

し
落
ち
て
く
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
何
れ
も
地
域
サ
ロ
ン
等
で
大
い
に

活
用
で
き
そ
う
で
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
声
か
け
で
、
入
会
者
が
増
え
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
秋

に
研
修
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 会

長
あ
い
さ
つ

中

　島

　美
智
枝

　
三
年
以
上
に
渡
っ
て
感
染
拡
大
を
繰

り
返
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
関
係
が
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
二
類

か
ら
五
類
へ
変
更
さ
れ
、
私
達
は
生
活

の
制
限
が
な
く
な
り
、
個
人
の
判
断
に

任
さ
れ
る
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
行
動

も
再
開
さ
れ
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
力

が
低
下
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
手
指
の
消
毒
、
疲
れ
を
た
め
な
い
生
活
な
ど

予
防
を
心
掛
け
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
皆
様
と
又
、
楽
し
く
集
い

合
え
る
時
が
来
た
事
は
大
変
に
嬉
し
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。
寄
稿
を
頂
い
た
方
々
に
感
謝
し
つ

つ
二
十
九
号
を
お
届
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　（
坂
口
　
博
美
　
記
）
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「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
令
和
５
年
度
第
２
回
研
修
会

　
と
き
　
令
和
５
年
10
月
10
日
（
火
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

　
場
所
　
国
保
会
館
4
階  

大
会
議
室

　〈
午
前
〉「
専
門
用
語
を
使
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
続
・
遺
言
講
座
」

　〈
午
後
〉「
音
楽
を
楽
し
も
う
！

　
　
　
　
　
〜
二
胡
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
て
〜
」

お
知
ら
せ

「
鈴
の
会
」
の
会
員
数
は
令
和
五
年
七

月
末
現
在
九
十
五
名
で
す
。
皆
さ
ん
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健
師
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事
務

局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
笠
原
　
明
　
美
　（
周
南
市
）

工
　
藤
　
友
　
子
　（
防
府
市
）

佐
　
藤
　
尚
　
子
　（
山
口
市
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

入
会
順

新
入
会
員
紹
介

広
報
委
員
紹
介

(後列左から)　松尾委員　　佐上委員　坂口委員

(前列左から)　品川委員　三根委員長　佐藤委員

今
年
度
の
広
報
委
員
を
紹
介
し
ま
す
！

みなさんの日常活動内容の
原稿をお待ちしています。
よろしくお願いします。

令和５年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（５月２６日）

山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会山口県在宅保健師会

第 29 号

1 第29号　令和 5年 8月 10令和 5年 8月　第29号

つ
の
だ

け
ん
じ
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令
和
五
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　

   
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日（
金
）

お
口
は
、「
食
べ
た
り
」「
話
し
た
り
」「
笑
っ
た
り
」

す
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。よ
り
豊
か
な
人
生
を
楽
し

く
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ

り
ま
す
。「
人
は
口
か

ら
衰
え
ま
す
。し
か

し
、口
か
ら
復
活
し

ま
す
。
」
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
の
状
態
か

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
戻
せ
る
よ
う

に
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

中　島　美智枝（防府市）
松　永　隆　子（長門市）
西　川　美智江（柳井市）
小笠原　明　美（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
福　島　知　子（山口市）
三　根　豊　子（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　山 けい子（山口市）

役職名 氏　　　名

令
和
五
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」総

会
を
会
員
四
十
二
名
の
出
席
の
も
と
、国
保
会
館
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、中
島
会
長
よ
り
、三
年
振
り
に
五

名
の
来
賓
を
迎
え
て
の
集
合
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、今
後
も
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
、多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
国
保
連
合
会
や
各
関
係
機
関
へ
の
謝
辞
等
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、来
賓
の
山
口
県
健
康
福
祉
部
長
　
國
吉

宏
和
様（
代
読
　
石
丸
泰
隆
審
議
監
）、山
口
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
常
務
理
事
　
藤
本
博
様
、山

口
県
看
護
協
会
長

　
西
生
敏
代
様（
代

読
　
酒
井
恵
子
専

務
理
事
）
か
ら
祝

辞
を
受
け
、
そ
の

後
、山
口
県
保
健
所

保
健
師
研
究
協
議

会
長
　
岡
田
浩
代

様
、山
口
県
市
町
保

健
師
研
究
協
議
会

長
　
大
海
弘
美
様
の

紹
介
を
行
い
ま
し

た
。（
山
口
県
保
健
所

長
会
長
　
高
橋
幸
広

様
は
ご
都
合
に
よ
り

欠
席
）

議
事
に
入
り
、議

長
団
に
松
田
敬
子
会

員（
周
南
市
）、岸
田

由
起
子
会
員
（
長
門

市
）を
選
出
し
ま
し
た
。議
案
の
令
和
四
年
度
事
業
報

告
、決
算
及
び
会
計
監
査
報
告
、令
和
五
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
は
、賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、令
和
四
年
度
事
業
に
お
い
て
、

「
鈴
の
会
」一
部
内
規
改
正（
ブ
ロ
ッ
ク
編
成
、旅
費
、会

員
等)

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、新
た
に
三
名
の
会
員
を
迎
え
会
員
総
数

九
十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
役
員
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。最
後
に
事

務
局
の
国
保
連
合
会

重
冨
課
長
以
下
七
名

の
職
員
紹
介
が
あ
り
、

引
き
続
き
ご
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
品
川
　
豊
美
　
記
）

令
和
五
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

第
一
回
研
修
会

　
　

  

令
和
五
年
五
月
二
十
六
日（
金
）

令和5年度「鈴の会」役員

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
研
修
動
画
視
聴
）

「『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
と
は
』

〜
人
生
を
楽
し
く
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
〜
」

公
益
財
団
法
人

　山
口
県
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　小
山

　茂
幸

　氏

中島会長

石丸審議監

議長団の松田会員（左）と岸田会員（右）

講
演
「
運
動
で
健
幸
長
寿
〜
二
重
課
題
運
動
で
脳
を
刺
激
し
よ
う
〜
」

講
師

　公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学

　社
会
福
祉
学
部

　准
教
授

　角
田

　憲
治

　氏

講
演
の
お
題
は
、①
認
知
症
と
う
つ
病

は
脳
の
病
気
、②
運
動
と
あ
た
ま
、こ
こ
ろ

の
健
康（
運
動
は
誰
か
と
一
緒
に
、二
重
課

題
運
動
で
脳
活
性
化
）、③
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
、④
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
や
っ

て
み
よ
う（
実
技
20
分
〜
30
分
）で
す
。

85
歳
以
上
ま
で
生
き
れ
ば
、自
分
が
認

知
症
に
な
る
か
、認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。認
知
症
予
防
に
高
い
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
る「
二
重
課
題
運
動（
運
動
し
な
が

ら
脳
を
刺
激
す
る
）」の
一例
と
し
て
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
の
実
技
を
学
び
ま
し
た
。用
意

す
る
物
は
、25
㎝
四
方
の
マ
ス
目（
ス
ク
エ

ア
）で
区
切
っ
た
100
㎝×

250
㎝
の
マ
ッ
ト
で

す
。マ
ッ
ト
の
上
を
前
進
・
後
退
・
左
右
・
斜

め
方
向
へ
の
連
続
移
動（
ス
テ
ッ
プ
）し
て
い

く
運
動(

エ
ク
サ
サ
イ
ズ)

で
す
。や
っ
て
い

る
う
ち
に
、子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
ケ
ン
ケ

ン
パ
ー
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
佐
藤
　
む
つ
枝
　
記
）

（後列左より）

（前列左より）

西川理事　仁保監査　西山監査　原田会計　河内理事　小笠原理事

福島理事　中島会長　松永副会長　渡辺理事　三根理事
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令
和
五
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会

「
鈴
の
会
」
総
会

　
　

   

令
和
五
年
五
月
二
十
六
日（
金
）

お
口
は
、「
食
べ
た
り
」「
話
し
た
り
」「
笑
っ
た
り
」

す
る
た
め
に
あ
り
ま
す
。よ
り
豊
か
な
人
生
を
楽
し

く
送
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。印
象
に
残
っ
た
言
葉
が
あ

り
ま
す
。「
人
は
口
か

ら
衰
え
ま
す
。し
か

し
、口
か
ら
復
活
し

ま
す
。
」
フ
レ
イ
ル

（
虚
弱
）
の
状
態
か

ら
、さ
ま
ざ
ま
な
機

能
が
戻
せ
る
よ
う

に
、オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ

ル
対
策
の
重
要
性
に

つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

会　長
副会長
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
理　事
会　計
監　査
監　査

中　島　美智枝（防府市）
松　永　隆　子（長門市）
西　川　美智江（柳井市）
小笠原　明　美（周南市）
河　内　葉　子（防府市）
福　島　知　子（山口市）
三　根　豊　子（宇部市）
渡　辺　英　子（下関市）
原　田　新　子（山口市）
仁　保　鈴　子（萩　市）
西　山 けい子（山口市）

役職名 氏　　　名

令
和
五
年
度
山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」総

会
を
会
員
四
十
二
名
の
出
席
の
も
と
、国
保
会
館
に
お

い
て
開
催
し
ま
し
た
。

開
会
に
あ
た
り
、中
島
会
長
よ
り
、三
年
振
り
に
五

名
の
来
賓
を
迎
え
て
の
集
合
総
会
を
開
催
す
る
こ
と

が
で
き
た
こ
と
、今
後
も
介
護
予
防
や
健
康
づ
く
り

の
推
進
に
取
り
組
む
こ
と
、多
大
な
支
援
を
い
た
だ
い

て
い
る
国
保
連
合
会
や
各
関
係
機
関
へ
の
謝
辞
等
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
ま
し
た
。

続
い
て
、来
賓
の
山
口
県
健
康
福
祉
部
長
　
國
吉

宏
和
様（
代
読
　
石
丸
泰
隆
審
議
監
）、山
口
県
国
民

健
康
保
険
団
体
連
合
会
常
務
理
事
　
藤
本
博
様
、山

口
県
看
護
協
会
長

　
西
生
敏
代
様（
代

読
　
酒
井
恵
子
専

務
理
事
）
か
ら
祝

辞
を
受
け
、
そ
の

後
、山
口
県
保
健
所

保
健
師
研
究
協
議

会
長
　
岡
田
浩
代

様
、山
口
県
市
町
保

健
師
研
究
協
議
会

長
　
大
海
弘
美
様
の

紹
介
を
行
い
ま
し

た
。（
山
口
県
保
健
所

長
会
長
　
高
橋
幸
広

様
は
ご
都
合
に
よ
り

欠
席
）

議
事
に
入
り
、議

長
団
に
松
田
敬
子
会

員（
周
南
市
）、岸
田

由
起
子
会
員
（
長
門

市
）を
選
出
し
ま
し
た
。議
案
の
令
和
四
年
度
事
業
報

告
、決
算
及
び
会
計
監
査
報
告
、令
和
五
年
度
事
業
計

画
案
及
び
予
算
案
は
、賛
成
多
数
で
原
案
ど
お
り
承

認
さ
れ
ま
し
た
。な
お
、令
和
四
年
度
事
業
に
お
い
て
、

「
鈴
の
会
」一
部
内
規
改
正（
ブ
ロ
ッ
ク
編
成
、旅
費
、会

員
等)

に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。

今
年
度
は
、新
た
に
三
名
の
会
員
を
迎
え
会
員
総
数

九
十
五
名
に
な
り
ま
し
た
。ま
た
役
員
に
つ
い
て
は
、

別
表
の
と
お
り
の
体
制
で
活
動
し
て
い
く
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。最
後
に
事

務
局
の
国
保
連
合
会

重
冨
課
長
以
下
七
名

の
職
員
紹
介
が
あ
り
、

引
き
続
き
ご
支
援
を

い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

（
品
川
　
豊
美
　
記
）

令
和
五
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

第
一
回
研
修
会

　
　

  
令
和
五
年
五
月
二
十
六
日（
金
）

令和5年度「鈴の会」役員

ラ
ン
チ
ョ
ン
セ
ミ
ナ
ー
（
研
修
動
画
視
聴
）

「『
オ
ー
ラ
ル
フ
レ
イ
ル
対
策
と
は
』

〜
人
生
を
楽
し
く
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
〜
」

公
益
財
団
法
人

　山
口
県
歯
科
医
師
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　会
長

　小
山

　茂
幸

　氏

中島会長

石丸審議監

議長団の松田会員（左）と岸田会員（右）

講
演
「
運
動
で
健
幸
長
寿
〜
二
重
課
題
運
動
で
脳
を
刺
激
し
よ
う
〜
」

講
師

　公
立
大
学
法
人
山
口
県
立
大
学

　社
会
福
祉
学
部

　准
教
授

　角
田

　憲
治

　氏

講
演
の
お
題
は
、①
認
知
症
と
う
つ
病

は
脳
の
病
気
、②
運
動
と
あ
た
ま
、こ
こ
ろ

の
健
康（
運
動
は
誰
か
と
一
緒
に
、二
重
課

題
運
動
で
脳
活
性
化
）、③
人
と
の
つ
な
が

り
を
大
切
に
、④
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
や
っ

て
み
よ
う（
実
技
20
分
〜
30
分
）で
す
。

85
歳
以
上
ま
で
生
き
れ
ば
、自
分
が
認

知
症
に
な
る
か
、認
知
症
の
人
を
介
護
し

て
い
る
可
能
性
が
高
い
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。認
知
症
予
防
に
高
い
効
果
が
あ
る
と

言
わ
れ
る「
二
重
課
題
運
動（
運
動
し
な
が

ら
脳
を
刺
激
す
る
）」の
一例
と
し
て
ス
ク
エ

ア
ス
テ
ッ
プ
の
実
技
を
学
び
ま
し
た
。用
意

す
る
物
は
、25
㎝
四
方
の
マ
ス
目（
ス
ク
エ

ア
）で
区
切
っ
た
100
㎝×

250
㎝
の
マ
ッ
ト
で

す
。マ
ッ
ト
の
上
を
前
進
・
後
退
・
左
右
・
斜

め
方
向
へ
の
連
続
移
動（
ス
テ
ッ
プ
）し
て
い

く
運
動(

エ
ク
サ
サ
イ
ズ)

で
す
。や
っ
て
い

る
う
ち
に
、子
ど
も
の
頃
に
遊
ん
だ
ケ
ン
ケ

ン
パ
ー
を
思
い
出
し
ま
し
た
。

（
佐
藤
　
む
つ
枝
　
記
）

（後列左より）

（前列左より）

西川理事　仁保監査　西山監査　原田会計　河内理事　小笠原理事

福島理事　中島会長　松永副会長　渡辺理事　三根理事



活動報告 会況報告

5 第29号　令和 5年 8月 4令和 5年 8月　第29号

山
口
県
は
全
国
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で
あ

り
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
指
定
病
院
（
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
新
生
会
い
し
い
記
念
病
院
、
柳
井
医
療
セ
ン

タ
ー
、
愛
命
会
泉
原
病
院
、
水
の
木
会
萩
病
院
、
杏

祐
会
三
隅
病
院
、
水
の
木
会
下
関
病
院
）
の
役
割
が

重
要
で
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
や
医

療
介
護
の
専
門
職
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
認
知
症
の

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
（
配
置
場
所
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
等
と
連
携
し
地
域
拠
点
機
能
（
協
議

会
や
研
修
）、
早
期
診
断
、
専
門
医
療
相
談
、
診
断

後
の
相
談
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
希
望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
し
、

認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を
重
視
し
た
社
会
（
共

生
）
と
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
（
予
防
）
を
車
の

両
輪
と
し
た
我
が
国
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

認
知
症
と
は
正
常
に
発
達
し
た
認
知
機
能
が
、
長

期
に
持
続
的
に
低
下
し
、
社
会
的
ま
た
は
職
業
上
の

障
害
が
生
じ
、
以
前
の
機
能
水
準
か
ら
明
ら
か
に
低

下
し
た
状
態
で
中
核
症
状
（
記
憶
障
害
、
判
断
力
低

下
、
見
当
識
障
害
、
言
語
障
害
、
失
行
・
失
認
、
実

行
機
能
障
害
他
）
と
周
辺
症
状
（
抑
う
つ
、
興
奮
、

易
怒
性
、
徘
徊
、
睡
眠
障
害
、
物
盗
ら
れ
・
嫉
妬
妄
想
、

幻
覚
、
せ
ん
妄
等
）
が
見
ら
れ
る
。

四
大
認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血

管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭

型
認
知
症
で
あ
る
。

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
正
常
と
認
知
症
の

中
間
の
状
態
で
物
忘
れ
は
あ
る
が
日
常
生
活
に
支
障

は
な
い
。
年
間
10
〜

30
％
が
認
知
症
に
進

行
す
る
が
一
方
、
正

常
な
レ
ベ
ル
に
回
復

す
る
人
も
い
る
。

認
知
症
患
者
の
薬

物
治
療
で
は
中
核
症

状
の
改
善
や
悪
化
の

遅
延
、
周
辺
症
状
に

対
す
る
治
療
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
基

「
山
口
市
介
護
予
防
出
張
講
座
」
を
実
施
し
て

令
和
４
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
山
口
市
内

3
地
区
へ
出
張
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
栄
養
改
善
」

で
す
。
参
加
者
は
9
割
が
女
性
で
、
年
齢
的
に
一
人

暮
ら
し
の
方
が
多
く
、「
一
人
分
の
食
事
を
準
備
す

る
の
は
大
変
」「
食
欲
も
湧
か
な
い
し
」
と
云
う
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

先
ず
、
一
日
に
ど
れ
位
食
べ
た
ら
よ
い
の
か
質
問

し
ま
す
。
一
日
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
は
、
体
重
1
㎏
に

つ
き
25
〜
30
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
、
体
重
か
け
る
30
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
が
自
分
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
1
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
は
、
水
１
ℓ
を
１
℃
上
げ
る
の
に
必

要
な
熱
量
の
こ
と
と
伝
え
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
「
食
事

量
は
少
な
い
わ
」
と
か
「
目
安
が
具
体
的
に
な
っ
た
」

と
身
近
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
必
要
カ
ロ
リ
ー
が
摂
れ
な
い
時
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
好
み
も
万
人
向
き
の
サ
バ

缶
、
卵
、
チ
ー
ズ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等
が
、
少
量

で
高
カ
ロ
リ
ー
、
高
蛋
白
質
、
し
か
も
身
近
に
あ
る

令
和
四
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

第
二
回
研
修
会

　
　

  
令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日（
火
）

講
演
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
！
」

講
師
　
国
立
病
院
機
構
柳
井
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長

　
　
　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
宮
地
　
隆
史
　
氏

礎
疾
患
の
治
療
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

認
知
症
の
あ
る
方
に
は
笑
顔
を
心
が
け
、
否
定
的

な
言
葉
を
使
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
穏
や
か
な
口
調
で

話
し
か
け
る
な
ど
に
心
が
け
る
。

災
害
時
に
は
認
知
症
の
症
状
の
あ
る
方
は
環
境
の

変
化
や
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
な
た
め
症
状
が
悪
化
し
て

し
ま
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
災
害
の
備
え
を
日
頃

か
ら
家
族
や
関
係
者
と
話
し
あ
い
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
と
な
る
。

（
三
根
　
豊
子
　
記
）

活
動
紹
介

〜
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る

　会
員
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
〜

食
材
な
の
で
重

宝
と
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

医
師
で
あ
る

佐
々
木
淳
氏
の

著
書「
年
を
と
っ

た
ら
食
べ
な
さ

い
」
の
一
部
抜

粋
で
す
。
先
生

は
世
界
の
国
々

の
老
人
ホ
ー
ム

を
視
察
さ
れ
、
お
年
寄
り
が
「
低
栄
養
」
な
の
は
先

進
国
の
中
で
は
日
本
位
の
も
の
。
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
、
中
に
は
食
意
不
振
の
方
も
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
人
生
の
終
盤
ま
で
「
好
き
な
物
を
自
分
の
口

で
楽
し
く
食
す
こ
と
」
を
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
期
の
リ
ス
ク
は
、
低
栄
養
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、

フ
レ
イ
ル
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
カ
ロ
リ
ー
、
高
蛋
白
質
を

プ
ラ
ス
し
て
、食
欲
の
な
い
時
は
、お
粥
よ
り
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
お
勧
め
で
す
。

今
ま
で
の
習
慣
を
少
し
転
換
さ
せ
て
、
し
っ
か
り

食
す
こ
と
を
強
調
し
た
次
第
で
す
。

参
考
文
献
　「
年
を
と
っ
た
ら
食
べ
な
さ
い
」

　
　
飛
鳥
新
社
　
医
師
　
佐
々
木
　
淳

（
渡
邉
　
壽
　
記
）

今
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防

●
食
事
は
和
食
を
中
心
と
し
た
野
菜
・
魚
・
果
物

や
赤
ワ
イ
ン
・
緑
茶
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

●
運
動
は
週
２
〜
３
日
１
回
約
30
分
の
有
酸
素
運

動
、
運
動
を
し
な
が
ら
脳
を
鍛
え
る
（
歩
き
な
が

ら
し
り
と
り
を
す
る
な
ど
）

●
生
活
習
慣
は
夜
更
か
し
を
せ
ず
、
規
則
正
し
い

生
活
、
午
睡
の
30
分
は
効
果
的
、
タ
バ
コ
は
危
険

性
が
2
倍
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
肥

満
等
は
改
善
に
努
め
る
。

●
そ
の
他
と
し
て
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
（
将
棋
、
囲

碁
、
麻
雀
、
パ
ズ
ル
、
ク
イ
ズ
な
ど
）、
社
会
参

加
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
本
人
が
楽
し
く
取
組
め
る
こ

と
が
大
切
と
な
る
。



活動報告 会況報告

5 第29号　令和 5年 8月 4令和 5年 8月　第29号

山
口
県
は
全
国
で
も
高
齢
化
率
の
高
い
地
域
で
あ

り
、
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー
指
定
病
院
（
県
立

こ
こ
ろ
の
医
療
セ
ン
タ
ー
、
県
立
総
合
医
療
セ
ン

タ
ー
、
新
生
会
い
し
い
記
念
病
院
、
柳
井
医
療
セ
ン

タ
ー
、
愛
命
会
泉
原
病
院
、
水
の
木
会
萩
病
院
、
杏

祐
会
三
隅
病
院
、
水
の
木
会
下
関
病
院
）
の
役
割
が

重
要
で
、
地
域
に
お
け
る
認
知
症
サ
ポ
ー
ト
医
や
医

療
介
護
の
専
門
職
等
を
メ
ン
バ
ー
と
し
た
認
知
症
の

初
期
集
中
支
援
チ
ー
ム
（
配
置
場
所
・
地
域
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
）
等
と
連
携
し
地
域
拠
点
機
能
（
協
議

会
や
研
修
）、
早
期
診
断
、
専
門
医
療
相
談
、
診
断

後
の
相
談
を
担
っ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
は
、
認
知
症

に
な
っ
て
も
希
望
を
も
っ
て
日
常
生
活
を
過
ご
し
、

認
知
症
の
人
や
家
族
の
視
点
を
重
視
し
た
社
会
（
共

生
）
と
認
知
症
に
な
る
の
を
遅
ら
せ
る
、
認
知
症
に

な
っ
て
も
進
行
を
緩
や
か
に
す
る
（
予
防
）
を
車
の

両
輪
と
し
た
我
が
国
の
施
策
を
推
進
し
て
い
る
。

認
知
症
と
は
正
常
に
発
達
し
た
認
知
機
能
が
、
長

期
に
持
続
的
に
低
下
し
、
社
会
的
ま
た
は
職
業
上
の

障
害
が
生
じ
、
以
前
の
機
能
水
準
か
ら
明
ら
か
に
低

下
し
た
状
態
で
中
核
症
状
（
記
憶
障
害
、
判
断
力
低

下
、
見
当
識
障
害
、
言
語
障
害
、
失
行
・
失
認
、
実

行
機
能
障
害
他
）
と
周
辺
症
状
（
抑
う
つ
、
興
奮
、

易
怒
性
、
徘
徊
、
睡
眠
障
害
、
物
盗
ら
れ
・
嫉
妬
妄
想
、

幻
覚
、
せ
ん
妄
等
）
が
見
ら
れ
る
。

四
大
認
知
症
は
ア
ル
ツ
ハ
イ
マ
ー
型
認
知
症
、
血

管
性
認
知
症
、
レ
ビ
ー
小
体
型
認
知
症
、
前
頭
側
頭

型
認
知
症
で
あ
る
。

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）
は
正
常
と
認
知
症
の

中
間
の
状
態
で
物
忘
れ
は
あ
る
が
日
常
生
活
に
支
障

は
な
い
。
年
間
10
〜

30
％
が
認
知
症
に
進

行
す
る
が
一
方
、
正

常
な
レ
ベ
ル
に
回
復

す
る
人
も
い
る
。

認
知
症
患
者
の
薬

物
治
療
で
は
中
核
症

状
の
改
善
や
悪
化
の

遅
延
、
周
辺
症
状
に

対
す
る
治
療
、
糖
尿

病
や
高
血
圧
な
ど
基

「
山
口
市
介
護
予
防
出
張
講
座
」
を
実
施
し
て

令
和
４
年
８
月
か
ら
10
月
に
か
け
て
、
山
口
市
内

3
地
区
へ
出
張
し
ま
し
た
。
テ
ー
マ
は
「
栄
養
改
善
」

で
す
。
参
加
者
は
9
割
が
女
性
で
、
年
齢
的
に
一
人

暮
ら
し
の
方
が
多
く
、「
一
人
分
の
食
事
を
準
備
す

る
の
は
大
変
」「
食
欲
も
湧
か
な
い
し
」
と
云
う
声

が
聞
こ
え
て
き
ま
す
。

先
ず
、
一
日
に
ど
れ
位
食
べ
た
ら
よ
い
の
か
質
問

し
ま
す
。
一
日
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
は
、
体
重
1
㎏
に

つ
き
25
〜
30
キ
ロ
カ
ロ
リ
ー
で
、
体
重
か
け
る
30
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
が
自
分
の
必
要
カ
ロ
リ
ー
で
す
。
1
キ

ロ
カ
ロ
リ
ー
と
は
、
水
１
ℓ
を
１
℃
上
げ
る
の
に
必

要
な
熱
量
の
こ
と
と
伝
え
ま
す
。
や
っ
ぱ
り
「
食
事

量
は
少
な
い
わ
」
と
か
「
目
安
が
具
体
的
に
な
っ
た
」

と
身
近
に
受
け
取
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ど
う
し
て
も
必
要
カ
ロ
リ
ー
が
摂
れ
な
い
時
は
、

栄
養
バ
ラ
ン
ス
も
よ
く
、
好
み
も
万
人
向
き
の
サ
バ

缶
、
卵
、
チ
ー
ズ
、
オ
リ
ー
ブ
オ
イ
ル
等
が
、
少
量

で
高
カ
ロ
リ
ー
、
高
蛋
白
質
、
し
か
も
身
近
に
あ
る

令
和
四
年
度

山
口
県
在
宅
保
健
師
会「
鈴
の
会
」

第
二
回
研
修
会

　
　

  

令
和
四
年
十
一
月
二
十
二
日（
火
）

講
演
「
認
知
症
を
正
し
く
理
解
し
よ
う
！
」

講
師
　
国
立
病
院
機
構
柳
井
医
療
セ
ン
タ
ー
副
院
長

　
　
　
認
知
症
疾
患
医
療
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　
　
セ
ン
タ
ー
長
　
宮
地
　
隆
史
　
氏

礎
疾
患
の
治
療
と
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
を
行
う
。

認
知
症
の
あ
る
方
に
は
笑
顔
を
心
が
け
、
否
定
的

な
言
葉
を
使
わ
ず
、
ゆ
っ
く
り
、
穏
や
か
な
口
調
で

話
し
か
け
る
な
ど
に
心
が
け
る
。

災
害
時
に
は
認
知
症
の
症
状
の
あ
る
方
は
環
境
の

変
化
や
ス
ト
レ
ス
に
敏
感
な
た
め
症
状
が
悪
化
し
て

し
ま
う
こ
と
が
予
測
さ
れ
る
。
災
害
の
備
え
を
日
頃

か
ら
家
族
や
関
係
者
と
話
し
あ
い
準
備
し
て
お
く
こ

と
が
大
切
と
な
る
。

（
三
根
　
豊
子
　
記
）

活
動
紹
介

〜
地
域
で
活
動
さ
れ
て
い
る

　会
員
さ
ん
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
〜

食
材
な
の
で
重

宝
と
話
し
ま
し

た
。
こ
れ
は
、

医
師
で
あ
る

佐
々
木
淳
氏
の

著
書「
年
を
と
っ

た
ら
食
べ
な
さ

い
」
の
一
部
抜

粋
で
す
。
先
生

は
世
界
の
国
々

の
老
人
ホ
ー
ム

を
視
察
さ
れ
、
お
年
寄
り
が
「
低
栄
養
」
な
の
は
先

進
国
の
中
で
は
日
本
位
の
も
の
。
食
べ
る
こ
と
は
生

き
る
こ
と
、
中
に
は
食
意
不
振
の
方
も
あ
り
ま
し
ょ

う
が
、
人
生
の
終
盤
ま
で
「
好
き
な
物
を
自
分
の
口

で
楽
し
く
食
す
こ
と
」
を
推
奨
さ
れ
て
い
ま
す
。

高
齢
期
の
リ
ス
ク
は
、
低
栄
養
、
サ
ル
コ
ペ
ニ
ア
、

フ
レ
イ
ル
で
す
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
高
カ
ロ
リ
ー
、
高
蛋
白
質
を

プ
ラ
ス
し
て
、食
欲
の
な
い
時
は
、お
粥
よ
り
も
チ
ョ

コ
レ
ー
ト
や
ア
イ
ス
ク
リ
ー
ム
が
お
勧
め
で
す
。

今
ま
で
の
習
慣
を
少
し
転
換
さ
せ
て
、
し
っ
か
り

食
す
こ
と
を
強
調
し
た
次
第
で
す
。

参
考
文
献
　「
年
を
と
っ
た
ら
食
べ
な
さ
い
」

　
　
飛
鳥
新
社
　
医
師
　
佐
々
木
　
淳

（
渡
邉
　
壽
　
記
）

今
日
か
ら
で
き
る
認
知
症
予
防

●
食
事
は
和
食
を
中
心
と
し
た
野
菜
・
魚
・
果
物

や
赤
ワ
イ
ン
・
緑
茶
が
良
い
と
言
わ
れ
て
い
る
。

●
運
動
は
週
２
〜
３
日
１
回
約
30
分
の
有
酸
素
運

動
、
運
動
を
し
な
が
ら
脳
を
鍛
え
る
（
歩
き
な
が

ら
し
り
と
り
を
す
る
な
ど
）

●
生
活
習
慣
は
夜
更
か
し
を
せ
ず
、
規
則
正
し
い

生
活
、
午
睡
の
30
分
は
効
果
的
、
タ
バ
コ
は
危
険

性
が
2
倍
、
糖
尿
病
や
高
血
圧
、
高
脂
血
症
、
肥

満
等
は
改
善
に
努
め
る
。

●
そ
の
他
と
し
て
頭
を
使
う
ゲ
ー
ム
（
将
棋
、
囲

碁
、
麻
雀
、
パ
ズ
ル
、
ク
イ
ズ
な
ど
）、
社
会
参

加
や
介
護
保
険
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
す
る
。

　
い
ず
れ
の
場
合
も
本
人
が
楽
し
く
取
組
め
る
こ

と
が
大
切
と
な
る
。
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私
ど
も
末
弘
、梅
本
は
令
和
四
年
度
よ
り
、岩
国

市
の
再
任
用
職
員
と
し
て
勤
務
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
の
現
況
、感
想
等
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

Ｑ
　
ど
う
い
っ
た
仕
事
を
し
て
い
る
の
？

末
弘
　
私
は
、岩
国
市
の
北
に
位
置
す
る
中
山
間

地
域
の
美
川
保
健
セ
ン
タ
ー
に
所
属
し
、健
康
増
進

部
門
を
担
当
し
て
い
ま
す
。久
し
ぶ
り
の
食
推
さ
ん

や
母
推
さ
ん
と
の
活
動
は
、新
鮮
な
気
持
ち
に
な

り
、エ
ネ
ル
ギ
ー
も
充
電
さ
れ
ま
す
。困
る
の
は
身

体
の
い
た
る
と
こ
ろ
に
老
化
を
感
じ
る
こ
と
。目
や

ら
耳
や
ら・・・。特
に
記
憶
力
の
低
下
が
ひ
ど
い
で
す

ね（
笑
）。

梅
本
　
物
忘
れ
は
私
も
困
り
ま
す
。退
職
し
て
ひ

ど
く
な
っ
た
！（
笑
）。

私
は
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
づ
く
り
班

視
察
リ
ポ
ー
ト
「
健
康
体
操
教
室
」

「
あ
め
ん
ぼ
赤
い
な
、
ア
イ
ウ
エ
オ
　
浮
藻
に
こ

え
び
も
泳
い
で
る
」
山
口
市
小
郡
の
閑
静
な
住
宅
地

に
あ
る
尾
崎
公
民
館
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
中
か

ら
「
北
原
白
秋
五
十
音
全
文
」
を
朗
読
す
る
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
体
操
の
最
初
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
お
口
の
体
操
で
、
そ
の
張
り
の
あ
る
声
に
元

気
と
活
気
を
感
じ
て
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
の
C
D
に
合
わ
せ
て
丹

田
呼
吸
法
な
ど
一
連
の
体
操
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

「
鈴
の
会
」
の
岩
男
多
壽
会
員
を
始
め
、
体
操
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
取
材
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

交
通
の
要
衝
で
あ
る
小
郡
は
、
各
地
か
ら
の
転
入

者
が
多
く
、
尾
崎
町
も
そ
の
一
つ
と
し
て
約
六
十
年

前
頃
か
ら
開
発
さ
れ
、
知
ら
な
い
人
の
集
ま
り
で
、

交
流
の
少
な
い
地
域
で
し
た
。
時
が
経
ち
高
齢
化
が

進
む
中
、「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
民
生
委
員
さ

ん
の
お
計
ら
い
で
平
成
十
年
に「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」

教
室
が
開
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
体
操
だ
け
で
な
く
楽
し
い
会
に
し
よ

活
動
紹
介

う
と
い
う
機
運
も
生

ま
れ
、
食
事
会
や
旅

行
等
を
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
昨
年
か

ら
は
「
ピ
ザ
窯
」
を

お
持
ち
の
家
庭
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開

催
し
交
流
を
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
で

は
和
気
あ
い
あ
い
の
仲
間
と
な
り
、
体
操
の
お
陰
と

み
な
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
三
月
、
岩
男
会
員
が
、
90
歳
を
過
ぎ
た
た

め
代
表
の
退
任
に
つ
い
て
仲
間
に
相
談
す
る
と
、
講

師
と
し
て
教
室
は
続
け
て
ほ
し
い
と
強
く
要
請
さ

れ
、
現
在
も
、
会
は
続
い
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
て
い
る
方
が
皆
さ
ん
は
つ
ら
つ
と
し
て

お
ら
れ
る
の
は
、
定
期
的
に
集
っ
て
体
操
を
行
っ
た

り
、
体
操
以
外
の
交
流
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ

と
納
得
し
ま
し
た
。「
会
が
楽
し
み
で
す
。」
と
い
う

声
を
皆
さ
ん
か
ら
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
岩
男
会
員
は
、
定

年
退
職
後
、
国
保
連

合
会
へ
再
就
職
し
、

当
時
、
力
を
入
れ
て

い
た
「
健
康
づ
く
り

体
操
」
の
一
環
と
し

て
の
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
と
出
会
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
で
も
少
し
具
合
の
悪
い
人
で
も
誰
で
も
で
き

る
こ
の
体
操
と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
地
域
の
方
々
の

健
康
づ
く
り
と
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
の
お
話
で
し
た
。

（
森
　
和
美
　
記
）

の
一
員
と
し
て
、主
に
新
型
コ
ロ
ナ
等
の
感
染
症
、健
康

づ
く
り
等
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
も
よ
う
や

く
先
が
見
え
て
き
た
か
な
。

職
場
で
は
、若
い
職
員
の
手
際
よ
さ
や
吸
収
力
の
速

さ
に
感
心
し
、逆
に
老
化
を
感
じ
る
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
定
年
後
の
暮
ら
し
は
想
定
通
り
？

末
弘
　
私
は
、定
年
後
、色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

く
て
、大
正
琴
や
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し

た
。ま
た
、小
学
生
へ
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
と
い
る
と
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
す
。

梅
本
　
楽
し
そ
う
で
す
ね
。私
も
、定
年
後
、地
域
貢

献
を
、と
思
う
に
留
ま
っ
て
い
る
中
、（
健
康
づ
く
り
の

担
当
な
の
に
）こ
け
て
骨
折
し
、今
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

後
輩
に
は
迷
惑
を
か
け
、先
輩
と
し
て
の
目
指
す
姿

に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
が
、今
は
、こ
う
し
た
私
の
生

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
二
年
目
を
歩
む
抱
負
は
？

梅
本
　
健
康
づ
く
り
事
業
は
、コ
ロ
ナ
前
以
上
へ

と
ギ
ア
を
あ
げ
て
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。求
め

ら
れ
る「
保
健
師
」の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
日
々
努

力
し
、微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。(^^)

末
弘
　
み
ー
ち
ゃ
ん
、中
々
え
え
こ
と
言
う
ね
。

健
康
に
気
を
付
け
て
二
人
で
共
に
頑
張
ろ
う
ね
。こ

け
ん
さ
ん
な
よ
。

梅
本
　
了
解
。感
謝
。

末弘会員（左）と梅本会員（右）

（
森
　
和
美
　
記
）

御年90歳
この柔らかさ！！

〜
〜
令
和
四
年
度
に
入
会
さ
れ
た
岩
国
市
の

　
　末
弘
知
子
会
員
、梅
本
美
春
会
員
に

　
　近
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
〜
〜

岩男会員（前列中央）と参加者のみなさん
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私
は
岩
国
市
保
健
セ
ン
タ
ー
の
健
康
づ
く
り
班

視
察
リ
ポ
ー
ト
「
健
康
体
操
教
室
」

「
あ
め
ん
ぼ
赤
い
な
、
ア
イ
ウ
エ
オ
　
浮
藻
に
こ

え
び
も
泳
い
で
る
」
山
口
市
小
郡
の
閑
静
な
住
宅
地

に
あ
る
尾
崎
公
民
館
に
足
を
踏
み
入
れ
る
と
、
中
か

ら
「
北
原
白
秋
五
十
音
全
文
」
を
朗
読
す
る
声
が
聞

こ
え
て
き
ま
し
た
。
体
操
の
最
初
の
定
番
メ
ニ
ュ
ー

で
あ
る
お
口
の
体
操
で
、
そ
の
張
り
の
あ
る
声
に
元

気
と
活
気
を
感
じ
て
圧
倒
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、

「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
の
C
D
に
合
わ
せ
て
丹

田
呼
吸
法
な
ど
一
連
の
体
操
が
繰
り
広
げ
ら
れ

ま
し
た
。

「
鈴
の
会
」
の
岩
男
多
壽
会
員
を
始
め
、
体
操
の

参
加
者
の
皆
さ
ん
に
取
材
へ
の
協
力
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

交
通
の
要
衝
で
あ
る
小
郡
は
、
各
地
か
ら
の
転
入

者
が
多
く
、
尾
崎
町
も
そ
の
一
つ
と
し
て
約
六
十
年

前
頃
か
ら
開
発
さ
れ
、
知
ら
な
い
人
の
集
ま
り
で
、

交
流
の
少
な
い
地
域
で
し
た
。
時
が
経
ち
高
齢
化
が

進
む
中
、「
何
と
か
し
な
け
れ
ば
」
と
民
生
委
員
さ

ん
の
お
計
ら
い
で
平
成
十
年
に「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」

教
室
が
開
設
さ
れ
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。

最
近
で
は
、
体
操
だ
け
で
な
く
楽
し
い
会
に
し
よ

活
動
紹
介

う
と
い
う
機
運
も
生

ま
れ
、
食
事
会
や
旅

行
等
を
さ
れ
る
よ
う

に
な
り
、
一
昨
年
か

ら
は
「
ピ
ザ
窯
」
を

お
持
ち
の
家
庭
で

バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
開

催
し
交
流
を
深
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
で

は
和
気
あ
い
あ
い
の
仲
間
と
な
り
、
体
操
の
お
陰
と

み
な
さ
ん
喜
ん
で
お
ら
れ
ま
す
。

今
年
の
三
月
、
岩
男
会
員
が
、
90
歳
を
過
ぎ
た
た

め
代
表
の
退
任
に
つ
い
て
仲
間
に
相
談
す
る
と
、
講

師
と
し
て
教
室
は
続
け
て
ほ
し
い
と
強
く
要
請
さ

れ
、
現
在
も
、
会
は
続
い
て
い
ま
す
。

参
加
さ
れ
て
い
る
方
が
皆
さ
ん
は
つ
ら
つ
と
し
て

お
ら
れ
る
の
は
、
定
期
的
に
集
っ
て
体
操
を
行
っ
た

り
、
体
操
以
外
の
交
流
も
行
っ
て
お
ら
れ
る
か
ら
だ

と
納
得
し
ま
し
た
。「
会
が
楽
し
み
で
す
。」
と
い
う

声
を
皆
さ
ん
か
ら
お
伺
い
し
ま
し
た
。

　
岩
男
会
員
は
、
定

年
退
職
後
、
国
保
連

合
会
へ
再
就
職
し
、

当
時
、
力
を
入
れ
て

い
た
「
健
康
づ
く
り

体
操
」
の
一
環
と
し

て
の
「
生
命
の
貯
蓄
体
操
」
と
出
会
わ
れ
ま
し
た
。

高
齢
者
で
も
少
し
具
合
の
悪
い
人
で
も
誰
で
も
で
き

る
こ
の
体
操
と
出
会
っ
た
こ
と
が
、
地
域
の
方
々
の

健
康
づ
く
り
と
自
分
自
身
の
健
康
づ
く
り
に
つ
な
が

る
き
っ
か
け
と
な
っ
た
と
の
お
話
で
し
た
。

（
森
　
和
美
　
記
）

の
一
員
と
し
て
、主
に
新
型
コ
ロ
ナ
等
の
感
染
症
、健
康

づ
く
り
等
の
担
当
を
し
て
い
ま
す
。コ
ロ
ナ
も
よ
う
や

く
先
が
見
え
て
き
た
か
な
。

職
場
で
は
、若
い
職
員
の
手
際
よ
さ
や
吸
収
力
の
速

さ
に
感
心
し
、逆
に
老
化
を
感
じ
る
日
々
を
送
っ
て
い

ま
す
。

Ｑ
　
定
年
後
の
暮
ら
し
は
想
定
通
り
？

末
弘
　
私
は
、定
年
後
、色
々
な
こ
と
に
挑
戦
し
た

く
て
、大
正
琴
や
ス
ト
レ
ッ
チ
教
室
に
通
い
始
め
ま
し

た
。ま
た
、小
学
生
へ
の
読
み
聞
か
せ
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

も
参
加
し
て
い
ま
す
。子
ど
も
た
ち
と
い
る
と
パ
ワ
ー

を
も
ら
い
ま
す
。

梅
本
　
楽
し
そ
う
で
す
ね
。私
も
、定
年
後
、地
域
貢

献
を
、と
思
う
に
留
ま
っ
て
い
る
中
、（
健
康
づ
く
り
の

担
当
な
の
に
）こ
け
て
骨
折
し
、今
そ
れ
ど
こ
ろ
で
は

な
く
な
っ
て
い
ま
す
。

後
輩
に
は
迷
惑
を
か
け
、先
輩
と
し
て
の
目
指
す
姿

に
は
到
底
及
び
ま
せ
ん
が
、今
は
、こ
う
し
た
私
の
生

き
方
が
あ
っ
て
も
い
い
か
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
　
二
年
目
を
歩
む
抱
負
は
？

梅
本
　
健
康
づ
く
り
事
業
は
、コ
ロ
ナ
前
以
上
へ

と
ギ
ア
を
あ
げ
て
す
す
め
ら
れ
る
よ
う
で
す
。求
め

ら
れ
る「
保
健
師
」の
仕
事
が
で
き
る
よ
う
日
々
努

力
し
、微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。(^^)

末
弘
　
み
ー
ち
ゃ
ん
、中
々
え
え
こ
と
言
う
ね
。

健
康
に
気
を
付
け
て
二
人
で
共
に
頑
張
ろ
う
ね
。こ

け
ん
さ
ん
な
よ
。

梅
本
　
了
解
。感
謝
。

末弘会員（左）と梅本会員（右）

御年90歳
この柔らかさ！！

〜
〜
令
和
四
年
度
に
入
会
さ
れ
た
岩
国
市
の

　
　末
弘
知
子
会
員
、梅
本
美
春
会
員
に

　
　近
況
を
報
告
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
〜
〜

岩男会員（前列中央）と参加者のみなさん



•
ク
リ
ス
マ
ス
・
お
正
月
用
寄
せ
植
え
教
室
・
懇
談

会
（
自
己
紹
介
、
近
況
報
告
、
今
後
の
活
動
の
希

望
等
）

•
「
花
が
好
き
な
の
で
参
加
し
た
」
「
開
催
場
所
が

良
か
っ
た
」
と
内
容
と
場
所
が
好
評
だ
っ
た
。

•
久
し
ぶ
り
に
、
み
ん
な
に
会
え
て
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

で
き
た
。

•
暮
れ
の
忙
し
い
時
期
に
も
か
か
わ
ら
ず
多
数
の
参

加
で
楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
て
よ

か
っ
た
と
思
う
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

•
吹
き
ガ
ラ
ス
、
ア
ク
セ
サ
リ
ー
作
成
体
験
・
情
報
交
換

会
（
サ
ロ
ン
等
の
活
動
状
況
・
研
修
会
に
つ
い
て
）

•
コ
ロ
ナ
禍
で
自
身
が
外
に
出
る
こ
と
も
な
く
な
り
、

こ
の
よ
う
な
機
会
が
あ
り
作
品
作
り
や
情
報
交
換

で
話
す
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
一
層
地
域
活
動
を
続

け
る
元
気
が
も
ら
え
た
。

•
サ
ロ
ン
等
の
情
報
交
換
に
よ
り
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の

参
考
に
な
る
こ
と
が
多
か
っ
た
。

•
年
度
末
で
は
あ
っ
た
が
、
一
日
、
体
験
や
情
報
交

換
が
で
き
る
様
に
な
り
と
て
も
良
か
っ
た
。
皆
さ

ん
か
ら
「
来
年
度
も
こ
れ
が
良
い
。
」
と
お
褒
め

の
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

担
当
者
の
感
想

•
講
演
「
ウ
ソ
電
話
詐
欺
の
被
害
に
あ
わ
な
い
た
め
に
」

　
　
　
講
師
　
山
口
県
警
察
本
部
犯
罪
被
害

防
止
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
　
原
　
誓
志
　
氏

•
情
報
交
換

•
肌
年
齢
測
定

•
身
近
な
人
が
被
害
に
あ
い
そ
う
に
な
っ
た
こ
と
が

あ
っ
た
の
で
注
意
し
な
い
と
い
け
な
い
。

•
終
活
に
取
組
ん
で
い
る
、
ガ
ラ
ケ
ー
か
ら
ス
マ
ホ

に
変
え
た
、
趣
味
の
こ
と
、
日
中
ゆ
っ
た
り
と
お

だ
や
か
に
過
ご
し
て
い
る
こ
と
な
ど
近
況
報
告
が

あ
っ
た
。

•
コ
ロ
ナ
感
染
が
落
ち
着
い
て
、
天
候
も
よ
く
、
会

員
の
半
数
の
参
加
が
あ
り
、
と
て
も
盛
況
で
し
た
。

講
演
は
今
の
時
世
に
会
っ
た
内
容
で
あ
り
、
熱
心

に
聴
講
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
肌
年
齢
測
定
は
全
員

測
定
さ
れ
、
参
加
者
は
大
い
に
楽
し
ま
れ
た
よ
う

で
す
。
欠
席
さ
れ
た
方
に
は
、
講
演
内
容
の
資
料

を
送
付
し
ま
し
た
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

活動報告 活動報告

9 第29号　令和 5年 8月 8令和 5年 8月　第29号

地域交流会

•
回
天
記
念
館
見
学

•
感
染
予
防
に
留
意
し
た
会
食

•
海
に
向
か
っ
て
大
声
で
歌
う

•
船
上
で
交
流

•
天
候
に
恵
ま
れ
、
船
に
乗
っ
て
出
か
け
、
と
て
も

楽
し
か
っ
た
。

•
地
元
に
あ
り
な
が
ら
回
天
記
念
館
に
行
っ
て
い
な

か
っ
た
の
で
、
行
け
て
、
と
て
も
良
か
っ
た
。

•
広
く
交
流
で
き
た
の
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
で
き
た
。

•
船
の
時
間
が
あ
る
の
で
計
画
が
難
し
か
っ
た
。

•
も
う
一
時
間
く
ら
い
島
で
ゆ
っ
く
り
出
来
た
ら
良

か
っ
た
と
思
う
。

•
平
日
で
参
加
で
き
な
い
人
へ
の
配
慮
が
難
し
い
。

参
加
者
の
感
想

担
当
者
の
感
想

実
施
内
容

ブロック 開催日 場　所 参加人数 担当会員

1・2・3 令和 4年
10月 25日（火） 大津島（回天記念館） 会　員：10名

小野原　利　子
神　代　浩　子
河　内　葉　子

原　田　新　子
中　川　加津子
福　島　知　子

松　永　隆　子
仁　保　鈴　子

三　根　豊　子
松　尾　由希子

4 令和５年
3月 6日（月） 国保会館 会　員：15名

非会員： 1 名

会　員：10名
非会員： 1 名

会　員： 9 名
非会員： 2 名

6 令和 5年
3月 11日（土）

萩ガラス工房
越ケ浜介護予防センター

5・7 令和 4年
12月 11日（日） 花の海

実
施
内
容

実
施
内
容

実
施
内
容

1・2・3
ブ
ロ
ッ
ク

4
ブ
ロ
ッ
ク

6
ブ
ロ
ッ
ク

5・7
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

「鈴の会」内規に変更
があり、市町が下記の
１～７ブロックに分け
られました。

岩国市
和木町
柳井市
平生町
田布施町
上関町
周防大島町

周南市
光市
下松市

防府市

山口市

宇部市
山陽小野田市
美祢市

長門市
萩市
阿武町

下関市

❶……

❷……

❸……

❹……

❺……

❻……

❼……

４ブロック 1・2・3ブロック

6ブロック 5・7ブロック
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し
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会
え
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リ
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ッ
シ
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•
暮
れ
の
忙
し
い
時
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に
も
か
か
わ
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ず
多
数
の
参

加
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楽
し
い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
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よ
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と
思
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ブロック 開催日 場　所 参加人数 担当会員

1・2・3 令和 4年
10月 25日（火） 大津島（回天記念館） 会　員：10名

小野原　利　子
神　代　浩　子
河　内　葉　子

原　田　新　子
中　川　加津子
福　島　知　子

松　永　隆　子
仁　保　鈴　子

三　根　豊　子
松　尾　由希子

4 令和５年
3月 6日（月） 国保会館 会　員：15名

非会員： 1 名

会　員：10名
非会員： 1 名

会　員： 9 名
非会員： 2 名

6 令和 5年
3月 11日（土）

萩ガラス工房
越ケ浜介護予防センター

5・7 令和 4年
12月 11日（日） 花の海

実
施
内
容

実
施
内
容

実
施
内
容

1・2・3
ブ
ロ
ッ
ク

4
ブ
ロ
ッ
ク

6
ブ
ロ
ッ
ク

5・7
ブ
ロ
ッ
ク

参
加
者
の
感
想

「鈴の会」内規に変更
があり、市町が下記の
１～７ブロックに分け
られました。

岩国市
和木町
柳井市
平生町
田布施町
上関町
周防大島町

周南市
光市
下松市

防府市

山口市

宇部市
山陽小野田市
美祢市

長門市
萩市
阿武町

下関市

❶……

❷……

❸……

❹……

❺……

❻……

❼……

４ブロック 1・2・3ブロック

6ブロック 5・7ブロック
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会
員
の
皆
様
、
如
何
お
過
し
で
し
ょ
う
か
。

三
年
に
も
及
ぶ
コ
ロ
ナ
禍
に
お
き
ま
し
て
も
、
会
員
の
皆

様
が
様
々
な
工
夫
を
し
な
が
ら
、
地
域
サ
ロ
ン
や
健
康
体
操
、
特
定
健
診
受
診
勧
奨
、
介
護

予
防
出
張
講
座
等
を
通
じ
、
地
域
住
民
の
健
康
づ
く
り
を
支
援
さ
れ
て
お
り
ま
す
こ
と
に
、

心
よ
り
敬
意
を
表
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

去
る
五
月
二
十
六
日
（
金
）、
令
和
五
年
度
総
会
を
通
常
の
形
で
開
催
し
、
会
員
四
十
二

名
の
参
加
の
も
と
、
議
事
進
行
等
全
て
ス
ム
ー
ズ
に
行
う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
本
年
度
は
、

二
年
毎
に
実
施
し
て
い
ま
す
会
員
活
動
状
況
調
査
、
会
員
意
向
調
査
を
行
い
ま
す
。
会
員
の

皆
様
の
各
地
域
に
お
け
る
活
動
を
見
え
る
化
す
る
大
切
な
調
査
で
す
の
で
、
お
手
数
を
お
か

け
し
ま
す
が
、
御
協
力
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

日
進
月
歩
の
昨
今
、
私
達
も
常
に
新
し
い
学
び
を
し
、
そ
の
学
び
を
生
か
し
た
地
域
の
健

康
づ
く
り
活
動
支
援
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
幸
い
に
も
「
鈴
の
会
」
で
は
、
国
保
連
合
会

の
御
支
援
に
よ
り
、
年
二
回
研
修
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
も
、
第
一
回
研
修
会
を

総
会
終
了
後
に
開
催
し
、
第
二
回
研
修
会
を
十
月
頃
開
催
す
る
予
定
と
し
て
い
ま
す
。

総
会
終
了
後
昼
食
を
と
り
な
が
ら
、
山
口
県
歯
科
医
師
会
作
成
の
研
修
動
画
「『
オ
ー
ラ

ル
フ
レ
イ
ル
対
策
と
は
』
〜
人
生
を
楽
し
く
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
づ
く
り
〜
」
を
視
聴
し

ま
し
た
。
午
後
は
、
山
口
県
立
大
学
社
会
福
祉
学
部
准
教
授
　
角
田
憲
治
先
生
の
講
演
「
運

動
で
健
幸
長
寿
〜
二
重
課
題
運
動
で
脳
を
刺
激
し
よ
う
〜
」
を
聞
い
た

後
、
み
ん
な
で
ワ
イ
ワ
イ
と
ス
ク
エ
ア
ス
テ
ッ
プ
を
行
い
、
ア
ル
ツ
ハ

イ
マ
ー
型
認
知
症
の
原
因
物
質：

ア
ミ
ロ
イ
ド
β（
脳
の
ゴ
ミ
）
が
少

し
落
ち
て
く
れ
た
気
が
し
ま
し
た
。
何
れ
も
地
域
サ
ロ
ン
等
で
大
い
に

活
用
で
き
そ
う
で
、
実
り
あ
る
研
修
と
な
り
ま
し
た
。

皆
様
の
声
か
け
で
、
入
会
者
が
増
え
ま
す
よ
う
願
っ
て
い
ま
す
。
秋

に
研
修
会
で
お
会
い
し
ま
し
ょ
う
。 会

長
あ
い
さ
つ

中

　島

　美
智
枝

　
三
年
以
上
に
渡
っ
て
感
染
拡
大
を
繰

り
返
し
た
新
型
コ
ロ
ナ
と
の
関
係
が
大

き
な
節
目
を
迎
え
ま
し
た
。
新
型
コ
ロ

ナ
は
感
染
症
法
上
の
位
置
づ
け
が
二
類

か
ら
五
類
へ
変
更
さ
れ
、
私
達
は
生
活

の
制
限
が
な
く
な
り
、
個
人
の
判
断
に

任
さ
れ
る
生
活
と
な
り
ま
し
た
。
様
々
な
行
動

も
再
開
さ
れ
以
前
の
よ
う
な
生
活
に
戻
り
つ
つ

あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
で
新
型
コ
ロ
ナ
の
感
染
力

が
低
下
す
る
訳
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら

も
手
指
の
消
毒
、
疲
れ
を
た
め
な
い
生
活
な
ど

予
防
を
心
掛
け
元
気
に
過
ご
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

何
は
と
も
あ
れ
、
皆
様
と
又
、
楽
し
く
集
い

合
え
る
時
が
来
た
事
は
大
変
に
嬉
し
い
事
だ
と

思
い
ま
す
。
寄
稿
を
頂
い
た
方
々
に
感
謝
し
つ

つ
二
十
九
号
を
お
届
け
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。

　（
坂
口
　
博
美
　
記
）

題字揮毫　初代会長　矢田部信枝
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「
鈴
の
会
」
会
員
募
集

◆
令
和
５
年
度
第
２
回
研
修
会

　
と
き
　
令
和
５
年
10
月
10
日
（
火
）

　
　
　

10
時
〜
15
時

　
場
所
　
国
保
会
館
4
階  

大
会
議
室

　〈
午
前
〉「
専
門
用
語
を
使
わ
な
い

　
　
　
　
　
　
　
　
　
相
続
・
遺
言
講
座
」

　〈
午
後
〉「
音
楽
を
楽
し
も
う
！

　
　
　
　
　
〜
二
胡
、
オ
カ
リ
ナ
演
奏
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
合
わ
せ
て
〜
」

お
知
ら
せ

「
鈴
の
会
」
の
会
員
数
は
令
和
五
年
七

月
末
現
在
九
十
五
名
で
す
。
皆
さ
ん
の

身
近
な
と
こ
ろ
に
在
宅
保
健
師
が
お
ら

れ
ま
し
た
ら
会
の
楽
し
さ
を
伝
え
て
く

だ
さ
い
。
入
会
希
望
の
方
、
活
動
に
興

味
の
あ
る
方
が
お
ら
れ
ま
し
た
ら
事
務

局
ま
で
連
絡
く
だ
さ
い
。

小
笠
原
　
明
　
美
　（
周
南
市
）

工
　
藤
　
友
　
子
　（
防
府
市
）

佐
　
藤
　
尚
　
子
　（
山
口
市
）

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

※

入
会
順

新
入
会
員
紹
介

広
報
委
員
紹
介

(後列左から)　松尾委員　　佐上委員　坂口委員

(前列左から)　品川委員　三根委員長　佐藤委員

今
年
度
の
広
報
委
員
を
紹
介
し
ま
す
！

みなさんの日常活動内容の
原稿をお待ちしています。
よろしくお願いします。

令和５年度山口県在宅保健師会「鈴の会」総会及び第１回研修会（５月２６日）

第 29 号

1 第29号　令和 5年 8月 10令和 5年 8月　第29号

つ
の
だ

け
ん
じ




